
公共施設等総合管理計画「施設白書編」で整理した現状と課題

【課題１】

少子高齢化に伴う人口減少社会の到来少子高齢化に伴う人口減少社会の到来
 10年後には，人口減少期を迎える

 人口構成の変化に伴い施設需要にも変化

【課題２】

財政状況から予測される更新費用の不足財政状況から予測される更新費用の不足

 厳しい財政見通しと一斉に進む施設老朽化

 施設総量の抑制は不可避

【課題３】

施設利用とコストの現状施設利用とコストの現状
 同種施設間における利用とコストに差

 改善に向けた取組が必要（あり方の見直しも）

【課題４】

地域によって異なる現状地域によって異なる現状
 地域間における人口構成や施設配置の違い

 各地域の状況に応じた検討が必要

図：総人口の推移・予測図：総人口の推移・予測

図：建築年別公共施設（建築）整備状況図：建築年別公共施設（建築）整備状況

・多 くの公 共 施 設・多 くの公 共 施 設

を昭 和を昭 和 4040 ～～5050

年 代 に整 備年 代 に整 備

図：集会施設でみた利用・コスト状況図：集会施設でみた利用・コスト状況

表：地区別にみた面積・人口・年齢階層別の割合（表：地区別にみた面積・人口・年齢階層別の割合（20142014 年）年）

図：地区別にみた公共施設保有量（図：地区別にみた公共施設保有量（20142014 年）年）

※※公共施設更新費用試算ソフトによる試算結果公共施設更新費用試算ソフトによる試算結果

【試算の条件】【試算の条件】

・白書で対象とした施設の全てを対象とした。・白書で対象とした施設の全てを対象とした。

・各施設の延床面積に，用途別の単価（総務省例示額）を乗じて・各施設の延床面積に，用途別の単価（総務省例示額）を乗じて

費用を算出した。費用を算出した。

・築・築 3535 年で大規模改修を行い，築年で大規模改修を行い，築 7070 年で同規模同用途の建物年で同規模同用途の建物

に建替えると仮定し，概算費用を試算した（に建替えると仮定し，概算費用を試算した（22 か年に均等に分か年に均等に分

けて計上）。けて計上）。

・築・築 3535 年を超える建物の大規模改修に必要な費用は，当初年を超える建物の大規模改修に必要な費用は，当初 1010

か年（か年（2016-20252016-2025 年）に均等に分けて計上した。年）に均等に分けて計上した。

図：公共施設のライフサイクルコス図：公共施設のライフサイクルコストト
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今後の取組等

【今後の取組】

【柏市公共施設等総合管理計画「基本方針編」の策定】

●●計画期間等計画期間等
 見通し期間 平成 28～67年度まで（40年間）

 計画期間 平成 28～37年度まで（10年間）

●●構成構成 ●●記載項目記載項目

●●公共施設等の管理に関する基本的な考え方公共施設等の管理に関する基本的な考え方

１．点 検 ・診 断 等 の実 施 方 針

２．維 持 管 理 ・修 繕 ・更 新 等 の実 施 方 針

３．安 全 確 保 の実 施 方 針

４．耐 震 化 の実 施 方 針

５．長 寿 命 化 の実 施 方 針

６．統 合 や廃 止 の推 進 方 針

７．総 合 的 かつ計 画 的 な管 理 を実 施 する

ための体 制 構 築 方 針

【平成 28 年度 検討体制（案）】

【平成 28 年度 計画策定スケジュール（案）】

保全方針保全方針

適正配置方針適正配置方針

 関係部署ヒアリング及び推進会議等により検討を進め，

「市全体」と「施設類型ごと」の基本的な考え方 をまとめます。

「施設白書編」で整理した現状と課題を踏まえ

て，公共施設等の総合的かつ計画的な管理に関

する基本的な考え方について検討を進め，市の

中長期的な取組の基本方針となる柏市公共施設

等総合管理計画「基本方針編」を策定します。
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